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を
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た
も
の
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こ
と
で
あ
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。
の
表
で
?
?
，
注
?
?
　　の中には，横書き・横組み傾向の高い人が多く，固定的に平体（字形甲）
　　を選択する人の中には，横書き・横組み傾向の低い入が多い。
　〈V＞速さ・理解しやすさ・読みやすさにおいて，固定的に長体（孚形丙，お
　　よび丁）を選択する人の中には，横書き・横組みを強く望む人（問14の
　　数値の高い人）がかなりある。
　㈲　きれいさにおいて固定的に平体（等：形甲）をとる入の中には，横組み・
　　繊書き傾向の高い人も低い人もおり，国体（字形丙）を固定的に選択する．
　　入の中には，正体（甲形乙）を國定的に選択する人の中により，横書き・
　　横組み傾向の高い人が多い◎
　7　字形の選択と国字問題に封ずる意見との関係
　ある寧形を固定的に選択するものが，国字問題に対してどのような意見を持
っているかを調べるために，闘斑の1～2との関連を見たものが，第54表と，
第55表とである。
　第54表（学生）から一定の傾向を見出すことは困難であるが，第55表（一般
社会人）からは，次のようなことがいえよう。
　ω　速さ，理解しやすさ，読みやすさにおいて固定的に長体分かち書き（字
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　　甲）を選択する人の中には，問班1で「その他」に答えた人がきわめて少
　　ない。
　㈱　遠さ・理解しやすさ・読みやすさ・きれいにおいて，固定的に平体（字
　　形甲）を選んだ人の中には，漢字濃紺を好まない人（車曳2A・f）が，他
　　の字形を選択した人の中により多くいる。
　（〉）速さ・理解しやすさ・読みやすさにおいて固定的に解体分かち書き（字
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恥：この表で「他」とあるのは，圏定的な字i形の選択をしなかったもののことであ
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　　る◎
　8　字形の逮いに対する印象と意見
　この飾は，黒豆の2の結果をまとめたものである。問亘の1において，被験
老は，甲～丁のいずれかを選択しkのであるが，その理由を反省して言葉で答
えてもらったのが問夏の2である。この團答の仕方は，被験者によってまちま
ちであるので，数的に処理するよりも，種々の意見をとりあげることに重点を
おいてまとめることにする。ここにあげる諸意見の中には互に梱反する考え方
や感じ方もあるが，概して，第8飾までにのべてきた客観法によるアンfr　一一ト
の結果とあっており，その褻｛r，けと理由づけの役割りを果している。「
　　（1）　学盆の場合
　①それぞれについての感じ，長所短瞬
く7）　甲の等：形について
　　　　甲をよいとするもの…・…・・……・…・・61
　　　　甲をよくないとするもの…………117
　　　　長短山面からのべたもの……………93
　　　　熱答など………………………………20
〈a）甲の宇形をよいとする入の，よいとする理由
　（i）読みやすい◎一番よみやすいQ比較的読みやすい。かなり読みやすい。など。
　（li）スマ・・一ト。印醐面が美しい。きれい。近代的なかんじ。きれいでまとまりがある。
　　機能約デザイン慈覚○おちついている。など。
　鱗流れるようで速く読める。速く読める。黙読や速読に適する。なめらかで読みやす
　　い◎隠にたくさん入ることによって読みやすい。
　吟行聞がよく読みやすい。字画が違跳行をまちがえることがない。など。
　（V）理解しやすい。余り長い文でなければ理解しやすい。など。
　㈱整然として硬い感じ◎事務的◎理科系の論如こよい。科学書などに使うべきだ。など。
　㈱　（その他）趣陳の寧によい。適帰の教科書に。
（b）　甲の宇彩をよくないとする人の，よくないとする理由
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　（”読みにくい。あまり読みやすくない。冤にくい。読む気おこらず。
　㈹平べったくて疲れる。たてにつまりすぎ。小さくて平べったくてよみにくい。おし
　　っけられた感じ◎細かすぎるQ平たくて四三がはっきりしない。圧追感を感じる。器
　　しつぶされた感じ。掌が平面ii勺で立体感なく，圧縮されたようQ頭のつかえたような
　　感じ。ぜまくるしくて頭が痛くなる。きゅうくつ。など。
　㈲横に長すぎる。横に広がりすぎ。横に長すぎて一属でとどかない。禮に長く，丙と
　　くらべるとじれったい○横ばっかり長くて読みにくい。など。
　働字間がせまく感じられる◎空間がなさすぎて神経がつかれる◎字と宇がくっつきす’
　　ぎ。行閥があきすぎ。字の上下の空間があきすぎ。
　（V）文章を追って流れるが周囲に囹が散る。ひつぱられるように羅が進んでしまう。屠
　　うつりして意昧がとりにくい。急いで読むと行をまちがえる。軽快な感じはするが説
　　得力はない。などQ
　⑯　長い文章はつかれる◎漁が変になる。気分がいらいらする。長く読むとっかれそう
　　だ。iヨが悪くなりそうだ。など◎
　㈱　湧宇が太くて，見にくい。撚がちかちかする。漢学が多いと児にくい。宇の太さが
　　1気にかかる。など。
　嗣　印二三がぎたない。きれいさで劣る。など。
　（ix）かたくるしくて読みにくい。非能率的。文字に変化なく，読みにくいQ故意に多く
　　の：文字を霧：くために書かれたようだ。など。
⑥　長短両礪からのべたもの。
　（1）鐸iで追う時閥は速いが，意味はとりにくい。すらすら読めるが，あまり理解してい・
　　ない◎読みやすいが，内容の理解がおろそかになる。厨を通しやすいが，要点をとら
　　えたり一称抜き出したりするには不向き。統一感はあるが，患がぬけないQ畢く読め
　　るが上すべりする○などQ
　㈲冤た感じはすっきりしているが，実際には読みにくい。きれいだが読みにくい。ぱ
　　つと冤た鷹にはよいが，一宇一字読むとつつかえる。印綱はきれいだが，屋を細めて
　　読まなければならない。など◎
　㈱圧冷感をうけるが，読みやすい。字は小さいが読みやすい。など◎
　（i＞）一宇一事はよくないが，全体としては感じがよい。など。
　（〉）短い文章はよいが長い文章の揚舎読みにくい。早く読めるが国がつかれる。など。
　⑯早く読めるが，字颪がきたない。ちょっと見て読みにくそ5だが，読んで見ると読
　　みやすい。読みやすいか，一見親しみにくい。抵抗なく読めるが，変化に乏しい。最
　　初はよいが次第に目がつかれてくるQ整然として読みやすいが，Nの悪い人々は読み．
　　にくい。など。
　㈱　説明文章にはよいが，文芸作品にはむかない。理論的な文章に向き，ロマンチッグ
　　な文章に不向き。ンポ・論文にはよいQなどQ
　㈱　小さい字は読みにくいが，大きくすればよいQなど。
（X）現代的センスが感じられるが，老入や子供には不向き。など。
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id）乙の字形について
　　　　乙の宇作をよいとするもの………………212
　　　　乙の小形をよくないとするもの……………16
　　　　長短両極からのべたもの……………………19
　　　　無答，意見なし……………・………一……・44
，（a）乙の宰形をよいとする人の，よいとする理由
　（i）読みやすい。一番よい。ふつうの形で読みやすい。一番読みやすい。なれていて抵
　　抗が少ない。親しみやすい。自然な形で読みやすい◎など。
　㈹　オーソISックスな感じ。標準的。難点がない。ぶなん。など◎
　㈱蘂しい。：均斉がとれている○すっきりしている。ととのっている。組みがきれい。
　　線が継く読みやすい。全体の調和がある。感じがよい。など。
　勧　理解しやすい。わかりやすい。論旨をとらえやすい。など。
　（V）字が大きく心える。太くてよい。適当な大きさ。など。
　㈱寧の閥隔が適豪。行間1ま適当。ワクのスペースもぴったり。など。
　縮1長い文を読む時抵抗を感じない。Nもっかれない。侮枚あっても同じように読める。
　　など。
　小害面訴く読める。一目でざっとわかりそう。など。
　㈱　安定している。おちついている◎静かに読める○熱読吟味し，て読める享。重みが感
　　ぜられておちつく。のびのびとしている。情が通っている。やわらかみがある。などQ
X））乙の字形をよしとしない人の，よしとしない理由。
　（i）読みにくい。横書きに適していない。などQ
　㈹少しつまっていて息苦しい。ごちゃごちゃしてる。漢字絹に向かないQなど。
　㈹　ばらばらで読みにくい。など。
　働　平凡でつまらない。平凡で／劉性がない。など。
〈C）長短両面からのべた人の，その理由
　（i＞読みやすいが教科書的退鷹さを誘う。一番適当な箏形だが，おもしろみがなく，昧
　　けない○整っゾこ感じだが璽くるしい。など。
　㈹　翻合によいが丙よりおとるQ読みやすいが，印綱彌は丙におとる。群体をこのまま
　　にして，もう少し細くするどよい。など。
　㈱　よく理解できるが，全体的に字がパラパラの感じ○一字一字正確だが，全体として
　　リズム感がない。読みやすいが，まとまりがない。きれいだが，横はばばかり長くな
　　る。など。
　働字としてはよいが，行間が少し広すぎるe読みやすいが間のびした感じ。種にやわ
　　らかな感じを与・えるカミ，しまりがな：い。など。
くウ）丙の宇形につて
　　　　丙の字形をよいとするもの………………IG8
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　　　　再の字形をよくないとするもの……………87
　　　　長短爾編からのべたもの………………・・…・52
　　　’無　答……………・…・・………………………44
〈a）丙の字形をよいとする人の，よいとする理由
　（9読みやすい◎自然に読める。など。
　㈲　きれいだ。スマート。すっきりしている。見た纈にぎれい。印剃課すぎないでよいQ
　　感じがよい。あくがない。きちんとしている。など○
　㈲速く読める◎文全体が一度に黙こはいる。よく速度が出る。など。
　㈲　理解しやすい。正確に読める◎など。
　㈲　一行の宇数が少ないのがよい。横にひろがらないのがよい。など。
　（V）字が火ぎくてよい。大きさも適当。線が纒くはっきりしている。字もわく組も読み
　　やすい。宇聞一定。宇の大きさも間隔もよい○文字のひとつひとつの調和がとれてい
　　て，全体的にもきちんとまとまってるQなど。
　⑯　教科書によい◎小学校の圏語の教科書によい。よみやすくて童話によい。文芸作贔
　　にょい。文｛挙考によい。など。
　鱒　一ばん印象が強い。力強さ，安定惑がある。ノンビりした所があるQなど。
＜b＞丙の字画をよくないとする人の，よくないとする理趣
　（D　読みにくい◎横書きには読みにくい。
　㈲　たて長すぎる。たて長すぎて抵抗を感じる。たてに長すぎて不自然。
　㈲　横につまった感じ。字がつまって見え，読みにくい。宇が集中して読みにくい。字
　　が黒く見えて読みにくい○横からの圧迫感で身動きできない感じ。宇の間隔がつまり
　　すぎ。両横の字が気になって読みにくいQ大きい字がつめてあると読みにくい。紙西
　　にぎっしりつまった感じ。きゅうくつ。
　銅行と行の問が底すぎる。行間があきすぎて読みにくい。句と句，行と行の閲が広く
　　なりすぎ。
　〈v）竪く感じる◎少しかたい懲じ。濡事がギコギニしてる。角ばりすぎている。かしこ
　　まった感じ。カタイ。など◎
　繍少し重くるしい感じ。眼を開かねばならないので読みづらい。昌がちらちらした感
　　じ。何かクセがある感じ。いらいらさせる。ぎくしゃくする。神経がいらだってく
　　る。など◎
　㈱一行の長さが短く，すぐつきあたってしまう感じ。など。
〈C）長短両颪からのべた人の，その理由
　（i）乙の字彩とあまりかわらないが，乙より劣る。乙よりよいが甲におとる。甲よりよ
　　いが乙におとる。乙に比してやや意昧がとりにくい。甲よりもたくさん字があるよう
　　に感・じる。など。
　㈹字そのものはよいがつまりすぎ。速く読めるが，字がつまりすぎていらいらする。
　　比較的よいが，置の移動がいそがしすぎて，いらいらする。など。
　㈱宰彫はよいが行間が離れすぎ。よい字体だが，行間があきすぎているので，改行の
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　　ときスピードがでない。読みにくくないが，すきま風が吹いている感じ◎など。
　㈹　印刷はきれいだが読みづらい◎きれいには惑じないが親しめる◎など◎
　（v＞短かい文章は読みやすいが，長い文章は読みにくい。長くなると疲れやすそうだ。
　　など。
←x）丁の組み方について
　　　　丁の組み方をよいとするもの………………3
　　　　丁の組み方をよくないとするもの………205
　　　　長体両面からのべてあるもの………………69
　　　　無答…・……………・・…………・……璽…・…14
（a）丁の組み方をよいとする入の，よいとする理由
　（i）一番よみやすい。一一番読みやすく感じる。横書きとしてはこれが読みやすい。
（b）丁の組み方をよくないとする人の，よくないとする理虚
　（1）あきらかに読みにくい◎一一番読みにくい◎読む意欲をなくする。など。
　㈹　単語ごとに切れていてつつかえて読めない。ポツポツ途切れて，読みにくいし，理
　　解しにくい。ダモリのことばか。文節ごとに切る必要はない。文法の最舞文解のよう
　　だ。見づらい◎読みづらい。つつかえて進まない。速く読めない。綱かくわかれてい
　　てうるさい。霞で追うのがいそがしい。など。
　㈹宇と字の間隔がはなれすぎ。空間・行間が離れすぎ。白い所が多すぎる。間をあけ
　　すぎると読みにくい。まのびした感じσ全体としてさんまんな感じ。はなれすぎて語
　　旬の続き具合がはっきりしない。など◎
　g＞＞意昧がとりにくい。全体としてつかみにくい。まとまりがないので，頭にはいりに
　　くい。一一つ一つの単語が区切られているので，全文の意腺がわかりにくい。思考がい
　　つたん中断されるので，頭に残ることがないQ文章を読むより，単語を読んでいる感
　　じ。バラバラの感じ◎など。
　（V＞臼本語にあわないQ不自然だ◎卸本語の場合具含が悪い。尋常見なれないで読みに
　　くい。実瞭的でない。など。
　⑯　羅がつかれる。ちらちらして読むのがいやになる。など。
⑥　長短両面から書いた人の，その理由
　（1）理解はしゃすいが速く読めない。概念の掘握は容易だが速度がおちる。慧昧を正確
　　にとるのにはよいが，速く読めない。むずかしい文を理解しやすいが速く読めない。
　　意味をつかむのは速いが読みづらい。ゆっくり読んで意味を理解するにはよいが，速
　　く読めない。など。
　㈲　田本語を学ぶ外人にはよいが，殿本人にはむかない。詩によいが散文には殉かな
　　い。朗読するものだけにょい6小学生にはよいが大人にはだめ。短文にはよいが長文
　　には向かない。など。
　㈱　きれいではあるが，読みにくいQ読みにくく理解しにくいが，全体の字の構成に美
　　的なものを感じたσなどo
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　（iv）速くよめるが，頭の中で意味がばらばらになる。など。
　（V）分かち書きはよいが，細かく分かちすぎた。修飾語をくっつけるとよい。一つの意
　　味的完結の最小単位において（例：28才のとき｝はじめてマムシを1捕えたQiその
　　マムシを｝生のまま）句切った方が読みやすい。など。
　②　甲乙丙丁4種の総合的意見から
（ガ　平体を支持する意見から
　横長方形が望ましい。鼠に映りやすい宇形の大きさが必要。ある程度の巾の規格がい
　る。もう少し読点をふやす。甲のように全体的にまとまりのあるもの。甲と乙の中間。
　六野をあまりあけないのがよいQスペースをとりすぎるきらいはあるが，目が走りやす
　いから。少し斜めにした方がよい。流れるようなジズム感が必要。うるおいのある落ち
　ついた陣形として。漢宇の画ののびのびした宇。甲ないし乙。など。
④　正体を支持する意見から
　このようであれば文句なし。現在使っているものがよいから。乙が理想的。行間も適嚢
　にとって。丸みも必要。IS然な形。乙にすべての印欄物を統一すべし。最もノーマルで
　読みやすいQ乙を標準とし，甲，丙も佼う。あまり小さくないものQスペースはかr．C　i）
　とる。なれれば同じか竜知れないが，今は乙。方形に近いもの。まあ乙がオーソドック
　ス。限定しないが，最：も妥轟。字をゆがめない方がよい。など。
（ウ）長体を支持する意見から
　丙が最良，字聞，こさも。縦長でつめたものがよい。新聞濡字の比率で。横の行の文字
数を丙程度にすること。乙の大きさで丙の形・文宇と笙間の調和を保つため・極端な縦
　：長にならないよう。丙のようにはっきりした形。縦長の方がまいかと思う。あまり声問
　をあけると読みづらいから丙。あまりくっつけても読みづらい。茜と乙の中聞。丙と丁
　ほどでないがかな書きで。縦長の方がすっきりする◎大きさ，太さは大なる程よし。宇
　間はあけすぎないこと。丙の要素をとり入れた乙の字形。乙ないし丙がよい○など。
（＝）分かち書きを支持する意見から
　理解を必要とするものは丁のように単語ごとにはなすのがよい。丁型を工夫してスピー
　トが妨げられないようにするとよい。分かち書きは丁よりも少し長くまとめる。詩など
　では丁の方式。意味をとり違えられやすいものは丁に近い形がよい○丁などはさらに工
　夫すれぽよい。継かすぎない分かち書き。音読用の場合は丁がよい。将来は丁が墓まし
　い。
（t）　目的によって異なるという意見から
　印刷する側の意向によって。それを読ませる相手に応じて考える。文書の必要によって
　かえればよい。内容によって異なる◎字間も適当にかえる。印届緬が横に長い場合は
　甲，たてに長い場合は丙。紙質との関連でかえる。寒食の酪的によってえらべばよいQ
　早く読むときは小さい宇を，よく理解できるためには大きく，適当に闘隔をあける。ど
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　れも一長一短で，さまざまな穿体を活周せよ。目的とスペースによってきまる。
㈲　印刷・活字のあり方に関する意見から
　読みやすいものが第1。すらすら読めること。読む気を失なうようなものは困る。圏の
　つかれないものがよい。
　分かりやすいことを第1とせよ。意味のとりやすいものがよい。内容が容易に把握でき
　るものがよい○早く理解できるもの。意昧内容が理解しやすいように適当な間隔をお
　く。さっと一鼠で響町がとれるようにする。
　美しい感じを与えるもの。宇一つ一つの美しさと同時に達続感があって全体の奨しさを
　持つもの。ぎれいで，まとまりのあるもの。字体をやわらかく。固い堅い感じのするも
　の。重圧感のあるもの。横に流れるような感じ。自然な字i形がよい。活字ということを
　意識しないようなもの。読むとき字形を意識しないものがよい。必要な所が演立つのが
　よい。
　文章の内容とマッチした形がよい。説得力のある字体がよい。
　行間があいた方がよい。行間は広すぎない方がよい。行閥は宇の厚昧と同じがよい。行
　聞については研究が必要。
　宇が小さいのは員が疲れる。宇は大きすぎないのがよい◎蜀の走る方向にのびる宇がよ
　い。宇が小さく丸くつまっていると読みにくい◎漢宇はもっと略して複雑な字を書かな
　いでもよいように。まるみのある字がよい。
　宇間はつめすぎない方がよい。黒々としたのはだめ。全体をみた時の印象が大切だと思
　う。ある程度の余白が必要。字形と印刷癒とは一定の比率があると思うが，その決定版
　を作る。など。
㈲　よい舟形の選び方に関する意見から
　一霞見ていい感じを受けるものであれば字形など問題でない。評判のよいのが幾種類か
　あるのがよい。皆が一番よいと恩うのに統一・したらよい。など。
　　（2）　nv般社会人の場合
　①それぞれについての感じ，長所短所
（7）甲の西里について
　　　　甲をよいとするもの………………・・……・…43
　　　　甲をよくないとするもの……………・…・・…87
　　　　長短両諭からのべたもの……………………52
　　　　甲～丁の比較をしなかったもの……………5
　　　　無答……・…………・………・………………22
　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　2e9
（a）甲の字形をよいとする人の，よいとする理由は大体次の通りである。
　（1＞よみやすいQ横書に適当だ。など。
　㈹見た目に美しい◎見た国にきれい。すっきりしている。スマ・一・ト。などe
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　㈲　安定感がある。紙薩のまとまりがある。きれいにそろって見える。など。
　・〈iv）麟がスムースに横に走りやすい。スピーズ感がある。全体が線として目にはいる。
　　複線が走りやすい。とぎれない。速く読める。など。
　｛V）勘案である。字形のスミズミまではっき1）するG一文字の画数がはつぎりしてい
　　る。など。
　㈹　行闘があいて読みやすい。字爾に比して空間があるので読みやすい。
　㈲　属が：疲れない。鼠がチカチカしない。
　㈲（その他）。新傷で読みなれているためか。論文・学粥書によい。長い文章1こはよ
　　い。見越しには読みやすいQなど。
くb）甲の字形をよくないとする人の，よくないとする理由は次の通りである。
　（1）読みにくい。読みづらい。
　㈲へん平で読みにくい。上下につぶれた感じ。せせこましい。息がつまりそう。小さ
　　すぎる。こちやこちやしてる。たてに寸がつまりすぎ◎しめつけられたような感じ。
　　へしゃげて小さい。活宇の太いところと細いところの差が少なくて読みにくい。平体
　　の級数を若干多籔｝こせよ。など。
　㈱横に延ばされすぎ。横に長すぎる。横にひろがって読みにくい。一圃の凝視で知覚
　　できる文四聖が少ない。聞のびする◎前の宇の残像があって，読みにくい。横にくっ
　　ついて，一宇一字がはっきりしない。語彩がつかみにくい○走行のストロークが長く
　　なる。横へ違附する。横へ辮になってつながってしまう。歯切れが悪い。組巾が広く
　　なる。次の行に移るとき場所を定めにくい。など。
　〈iv）きたない。くすんだ感じ。うっとうしい。璽苦しい。ひしがれた感じ。綿甲と行聞
　　の関係からサンマンな感じ。などQ
　（V）なれていない。新旧然だ。親しめない。新聞でなれているにもかかわらず，不自然
　　だ。など。
　（Vi）　環がつかれる◎闘がちらつく。など。
　㈱速く読めない◎速度が遅くなるQなど。
c〈e）長短両闘からのべたもの。
　（1）（：大きさ・窒間との関係）字が小さい場含は読みやすい。字が大きくないと読みにく
　　い。：大きさの点で読みにくい。印捌禰はやわらかいが字が小さい。行数はふえるが一
　　行の内容はまとめやすい。各行は分離しているが，速く読めない。宇由の3G露以上の
　　文章に向くが，文車の由のせまいものには向かない。
　㈲　印醐颪はきれいだが，読みの速度はおちる。斐しいが読みにくい。おちつきはある
　　が読みにくい。きれいだが寸づまりで読みにくい。ややきれいだがしまりがない◎な
　　どQ
　㈱　平体そのものはよいが，この印刷は扁平すぎる。平体がかかりすぎQ編平宇形は感
　　じがよいが，この字は備考扱が強すぎる。動感がよければ，よい字捧。など。
　《ly）速く読みやすいが，意昧が逃げてしまうQ速度が出るが，まとまりにくい。速く読
　　めるが注意力が刺戟しない◎スムMスに流れるので読解が希薄になる。スムースに行
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　　くが自がつかれる。
　（v）読みやすいが，神経質な感じだから長時間読んだら疲れるだろう。読みやすいが長
　　文には向かない。長文には向かないが，ビラ・ポスターに適している。論文・報道文
　　には不適だが，ポスター・チラシなどには向く。など。
　⑯　一般に楽に読めるが，漢字の横線の多いものはよくない。仮名はまのびした感じ。
　　ほかはよいが，「う」「す」はたて長の方がよい。など。
④乙の字形について
　　　　甲と丙の中間，または特徴なし，平凡とするもの……39
　　　　乙の字彩をよいとするもの………………………………86
　　　　乙の宇形をよくないとするもの…・・……………・………31
　　　　長短両津をのべたもの……・…………・…・………………8
　　　　甲～丁の比較をしなかったもの…………・……・・………o「
　　　　5．pa，：．　t2．：…・一・一・一・一・・・・……一・・…ny・一・一・一…・一・一・…・・・…一4e
（a）甲と薄の中間，または特徴なし，平凡とするもの
　（i）甲と丙の中間で，長短特にない。丙よりはよい。甲よりはよい○丙より劣る◎甲よ
　　り劣る。など。
　（＃）普通。ごくふつう。一番蟹なれた形。平凡◎など。
　㈲可もtat　’〈不可もなく標準型。極めて標準的と思うが，他に最適のものがあればその
　　方がよいと思う。特徴がない◎など。
（b）乙の平身をよいとする人の，よいとする理由
　（1）見なれていてよい。なじみ深い。抵抗を感じない。親しみやすい。気にならない。
　　平凡だが悪くない。一般人にはなれている。など。
　㈱たてにも横にも使える。無難であるQすなおな感じQ気にかからない。おとなし
　　く，つかれない。
　㈹　ごくふつうで安定感がある。安定度が高い。おちつきのよい字形。ゆっくりした感
　　じ。まとまった感じ。
　㈲正方形で均斉がとれている◎一一一番目kっている。憎しい。感じがいい。たてよこの長
　　さが適当。スタンダード。標準的である◎きれいである。一番ぴったりする。視覚か
　　ら，これが読みやすい。なめらかだ。
　（V）この程度が大きさがよい。大きいため読みやすい。一宇一宇がはっきりしている。
　　活字が小さくなっても，この程度まではよい。大きさも抵抗がない。漢字がはっきり
　　感じられるので，ぱっと見て意味がとれる。字の大きさと行間の関係がちょうどよ
　　い。など。
（G）乙の字形をよくないとする人の，よくないとする理由
　（1）横組みには不適Qたて書きと変らない字体は感心しない。など。
　㈹平凡すぎる。古くさい。特徴が少ないのでとらえにくい。うるおいがない◎昧気な
　　い。やはりたてかよこに長い字にひかれる。かなだけでも長体をまぜよ。大きさに変
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　　化がないQなどQ
　㈲横にのびすぎる。ひらがなはまのびしすぎ。間がありすぎ。さんまんな感じ。韓紅
　　が鰯鯨に孤立していて連繋陸がない○
　（iv）字間がくっつきすぎ。ごみごみした感じ。
　（V）速く読めない。読むスピードが落ちる。
頓）長短簡颪からのべた人の，その理由
　（1）親しみやすいが，工夫がない。標準形だから，刺戟が少なく印象が浅い。なれてい
　　て読みやすいが，きれいでない。たてよこに兼用できるだけに，どちらにも最適でな
　　い。安定はよいが，変化にとぼしい。など。
　㈲漢字とかなの関係がよくない。漢宇は正体がよいが，かなは喪体の方がよいQな
　　ど。
　㈹　～字一字はつかみやすいが，全体としては，まとまりにくい。字間・行問の問題を
　　考えなければならない。など。
　勧　：疋体そのものはよいが，この事事はよくない。
勧丙の字形について
　　　　再の字形をよいとするもの…・……………・・6◎
　　　　再の面形をよくないとするもの・………・・…56
　　　　長短爾顯からのべたもの・………………・…・65
　　　　甲～丁を比較しなかったもの………………5
　　　　無　答…………・……9…・……・………・・……23
・〈a）丙の字形をよいとする人の，よいとする理由
　（i）読みやすいQ読むのに悪くないQ楽に読める○などQ
　㈹　一回の凝視で知覚できる文字群が多い。時間をかけずに早く大体の意味がつかめ
　　る。意馬をとりやすい。漢字が大きく見えるので意昧がとりやすい。スムースに読め
　　る。
　㈹鮮明である。はっきりしている。一宇一宇がはっきりする。よく目に映る◎明瞭に
　　感じられる。字が大きく感じられるQなど。
　（ly）スマートである。美しい。印刷瀕がきれい。清潔。感じがいい。見た目に感じカミい
　　い。
　（V）すなおである。むりがない。のびやかであるQおちついている。余慶がある。など。
〈b）再の字形をよくないとする人の，よくないとする理由
　①読みにくい。読みづらい。案外読みにくい。背が高いので読みにくい。など。
　㈹　字閣のアキがないため読みにくい。長体のベタ組はうるさい。きゅうくつだ。せせ
　　こましい。横につまりすぎて重苦しい。圧迫を愛ける感じ。密植すると，なれたもの
　　でも読みにくいqごたごたするQ強制された感じ。など。
　鮒　たてに長すぎる。M本宇は英宇と違って，弁鋼要素が上下にもあるので，長すぎる
　　のは読みづらい。背が高すぎる。など。
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　勧眼球運動が不慮然である。抵抗感がある。読しみにくい。感じがよくない。ヒスデ
　　ジツクだ。不安定である。最後までなじめない。など。
　（V）つかれる。せせこましくってつかれる◎肉が幽すぎるのでじっとみつめなければな
　　らず，つかれる。
　㈱回しくない。太すぎて晃にくい。ポキポキした感じ。ごつい感じ。少し角ばってい
　　るQ
　鱒漢字とかなが不ぞろい。
（c）長所と短所の両藤からのべた人の，その理由
　（1）甲よりよいが乙より悪い。乙よりよいが甲より悪い。丙よりよいが，乙とくらべる・
　　と長体すぎる。甲よりましだが不安定。など。
　㈲宇が大きい時はよいが，小さいと読みにくい。小さい字は可読性にかけるが，大ぎ
　　いのは読みやすいし，美しい。など。
　㈱　漢字と仮名の関係が未処i哩。三舞はよいが，平がなの専用活字を作ったらもっとよ
　　い。漢字とかなが同じ大きさではまずい。かなはよいが，漢字は三彩の方がよい。な
　　ど。
　鰯早く読めるが語が切れにくい。早く読めるがきゆうくつだ。この宇体はよいが，つ
　　めすぎ。鮮明な感じだがつめすぎ。など。
　（V）長戸そのものはよいがこれは長すぎ。長体そのものはよいが，写植ではだめ。薪し
　　い活字の設計が必要。など。
　㈱　短い文章はよいが，長いと読みにくい。長い文章ほど読みにくい。など。
　幡　一般書籍をこは向かないが，ポスター・ビラにはよい。臼常には向かないが，規格あ
　　る書風類にはよい。など。
　㈱　きれいだが，スピー9感がない○字体は小さいが，まとまりやすい。こみすぎてい・
　　るがまとまりはよい。読みにくいが，まとまりはよい。など。
　（IX）一見くしゃくしゃしているが，読みやすい。きれk，’Nでないが，速く読める。横書き
　　に適しているが，かたい感じがする。読みにくいが，速く読めるQ不安定だが，早く
　　読める。な宏。
（工）丁の組み方について
　　　　丁の組み方をよいとするもの……一・……・30
　　　　丁の組み方をよくないとするもの…………85
　　　　長短両藤からのべてあるもの………………66
　　　　甲～丁の比較をしてないもの…。…．■…・……　5
　　　　t“，vk，，，　’7．t3，”．’・一・…一・一一・…・一・一・…”・一・一・一一・・…一23
〈a）丁の組み方をよいとするものの，よいとする理由
　（D分かち書きは読みやすい。分かち書きは横書きと切っても切れない関係にある。な
　　ど。
　｛ip区切りがはっきりしてスムースに読める。理解しやすい。区切りがよくわかる。わか
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　　りやすい。二二を全体としてつかむのにょい。早く読める◎など。
　㈲　印剃藤にゆとりができてよい。行間も適当。たて長㊧分かち｝さバランスがとれてい
　　る○一行の字くばりがよい。比較的きれいだ。など。
（b）丁の組み形をよいとしない人の，よいとしない理由
ω分かち書ぎは諦にくい・返って読みにくい・案外読み1＝．〈い・など・
　㈹　なれていないためか読みにくい。習性のせいか1読みにくい。今の所よみにくい。
　　全く凝しみがない。われわれの肝臓から飛躍しすぎ。など。
　㈹　一字一宇たどるようだ。ポツンポツンひっかかる。わずらわしい。分かち書きの所
　　で恵をつくようだ。兎のふんのように切られると，ひっかかってまごつく。ひっかか
　　って読みにくくわかりにくい。など。
　㈲漢字かなまじり文では，分かち書きは不要。二二を使用する．場合は分かち霧きはい
　・らぬ。三二かなまじり文は漢宇肖体が一つのGestaitをなしているのだから，分か
　　ち書き不要。分かち書きは，かな文の時に。など。
　（v）宇問があきすぎる。宇闘をあけるなら青ぐらいがよいQ－S一ぐらいがよい。文節ごと
　　に金角アキにすることはない。まのびして文章そのものまでだらしく感じる。宇問が
　　あきすぎて間延びした感じ。二二分かち書きは，あまり二間をありないように。など。
　⑯　分かち書きが不ぞろい。句読意に留意すれば分かち書きしなくてもよい。あまりに
　　も分けすぎ。文節ごとに切るのはわずらしい。読点をふやして分かち憲きをやめるの
　　がよい。など。
　㈱　技巧過ぎる。
（G）長短両爾からのべた人の，その理由　　　　　　　　t－t
　（1）．理解しやすいが，速く読めな㌔1◎語句の分かれ翠がはつぎりするが，視線がさえぎ
　　られるので，読みにくいg速読レがたいが内容はとらえやすい。正確に理解するには
　　よいが，読みづらい。など◎
　㈹　きれいだが，読みにくい。印二面はきれいだが読みにくい。一．fi読みやすそうで読
　　みi．こくい。など。
　㈹　分かち書きそのものはよいが，この分かち書きはよくない。、サ変動詞は切らない方
　　がよい。分かち旧きの箇所をへらすのがよい。「今でも　暑いどき　シャツの下に
　　ヘビを　入れておくと　ふしぎに涼しい」ぐらいにしたい6分かち書きが不ぞろい
　　である。’など。・
　（M　分かち書ぎそのものはよいが，字句の闘があきすぎる。字間，行間によって分かち
　　書きの効果はかわる。押葉の間をS一ぐらいにするのが適豪。空間がそろわないのでパ
　　ッとしない。漢字と仮名の大きさ，重み，線の研究が望ましい。視線の仮想線の上に
　　文宇の代表部をおくよう設計すべきだ。
（v＞漢字かなまじり文には適しないが・か敏には適す．る9分カミ曙きの前にもっと漢
　　宇を少なくすることが先決問題。カタカナが多い場含は読みにくい。など。
　⑯　児童むきにはよいが，成人には不適Q小学校低学年によい。．など。
　幡　文輩によって読みやすい隠と読みにくい蒔がある。音読を前提としたものは読みや
　　すい。辞書では大へん分かりやすい。外国文の翻訳文として原女と対照した場禽に適
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　　当であるQなど。．’
　②甲，乙，丙，丁4種の総合的意見から
（ガ　平体を支持する意見から
　平体が読みやすい。偏平字形は感じがよいが甲は偏平すぎる。ひらがなはi饗宰より字高
　を低くしてもよい。乙と甲の中間がよいQ印嗣をきれいにする工夫をせよ。横線の多い
　文学を略字にしたい。書体の工央が必要。漢字はかなより蟹立つ方がよい。タイポグラ
　フィーは平1ぐらい。行間のあきを広くとるのがよい。など。
④　正体を支持する意見から
　平体または長体は特殊な効果・アクセントを籔的とする程度に使う。一一・Tvの由や行間・
　あきも一卜分考えること。安定感のあるのがよいσたてよこ平均したもの。行闇は一行。
　自然なのがよい。宇；づめをややゆるやかにするσかなだけは長体にしてもよい。ここに
　出された見本では乙がよい。標準の明朝体が閾違いない。など。
（9）長体を支持する意見から
　漢字よりも仮名をやや縦長にし，漢字も画数によって侮種類かに分類するとよい。宇形
　がきれいなのでよいQ行關に余裕をもたせるQ乙と丙の中田ぐらいがよい。長体1がよ
　い。丙よりもコンマを少し多くいれるとよいQ字間をもう少しあけた：方がよい。一行の
　宇数は多い方がよい。字体のデザインも工夫を要する。なるべく空間を広く。だんだん
　乙から丙に移行するのがよい。など。
（＝）複数的支持の意見から
　甲または乙がよい。見なれた感じとしては乙，美しいのは甲σ本調査では乙，もう少し
　大きい活生なら甲。甲と乙の長瞬をあわせるとよい。など。
　横長でなけれぽ甲でも乙でもよい。など。
　甲または丙が美しいが縦横の線はなるべく等しく。文学的なものは丙，事務的なものは
　甲がよい。小文穿は偏平がよく，大文宇は書体がよい。丁以外は大差ないと思う。など。
（t）分かち書きを支持する意見から
　あまり細かく分け過ぎない方がよい。丁が理想だが，かなり馴れを必要とする。剛体で
　分かち書きし，横に適当な広がりを持つ組みにする。甲より乙，乙より丙，丙より丁が
　横組みにふさわしい。分かち書きのスペースは広がらないように。語間をもっとつめ
　る。もっと分かち書きの工夫をすべし。分かち書きは，文法に従う前に甥読に従う前段
　階が必要である。など。
　甲のつりあいのある重厚さに丁ののびやかさ，分かち書きがプラスされるとよい。平体
　の分かち書きを工面するとよい。など。
　乙ぐらいの宇体で丁の分かち書きがよいσ
　丙丁のくみあわせがよいQTがよい。
ω踊字によって異なるという意見から
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　文章の内容，その他紙面・Vイアウトによって字形・印書颪は選ぶべきだ。使用する場
　所で変えるほかない。それぞれ特長があっておもしろい。ケース・パイ・ケースがよ
’い。など。
由　印刷・活字のあり方に関する意見から
　欧米ではスペーシングが狭くなりつつあり，離れすぎると読みにくい。字彩よりも分か
　ち書きの程度に左右される。漸薪的に改良して行くべきだ。字間はつめ，一行は短くし
　て，二段・三段に組む。字形は優蘂で簡略鮮閣なのが望ましい。紙颪の黒昧の均一とい
　う事に注意を払う必要あり。たて・よこ同じでも，書体の設計によって効果が違う。
　　　　　　　　　　　　D　調査結果の要約
　1　横書きの習慣と横書き・横縄みに対する意見について
④　横書きの習慣は，一般軍費人（この調査の対象となった人に限る。以下同
　じ）より学生の方が平均としてはやや強い。学生にあっては理科が文科より
　強く，一一般社会入にあっては職業によって異なった傾向を持つ。
（2）学生が一瓢社会人より強い横書き傾向を持っているのは，書く生活の中で
　ノートやレポートを書くことが極めて大きな重みを持っているからであっ
　て，各分野ごとに（学生のノートと一般のノP一ト，学生の手紙と一般の手紙
　というふうに）比べると，いずれも一般社会入の方が強い横書き傾向を持つ
　ている。
③　学生と一般社会人を通じてレポート，ノーート，手帳，ノートなどは横書き
　傾向が非常に強く，文芸作品原稿，葉書表書き，手紙表書きジ報道文原稿，
　葉書き本文，履歴書，作文，投稿原稿などは縦書き傾向が強い。
〈k）学生におけるレポート，事務文書，日記，論文，回歴書，文芸作品，一般
、’ ﾐ会人における嘩記，回覧，論文，通知状，領収書ジ投稿原稿，作文，履歴
　書，葉書き本文，報道文原稿，葉書表書きなどは，分離願向（横書きにする
．人と縦書きにする人が分かれる傾向）がある。
㈲横組み，横書きを見る傾向は，横書きの傾向と大体似ているが，全体とし
　て横書き傾向より横の度合が低い。
く6）横組み・横書きを望む傾向は，学生よりもヅ般社会人の方がかなり強いσ
　また，一一tw社会人にあっては，望む傾向は見る傾向よりも掘当強い。
（7）横書きに書く傾向と繊組み・横書きを見る傾向と横組み・横書きを望む傾
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　向のそれぞれの間の一関をくらべると，書く傾向と望む傾向との穣関が最も
　高く，見る傾向と望む傾向との関係が最も低い。
⑧　一般に横書きの習慣の強い人ほど歴史かなつかいへの傾向が弱い。また，
　一般に横書きの習慣の強い人ほど表音化への傾向が強い。
　2　字形お違いに対する掴々人の意識と意見につtSて
ω　閥11～4の下面の違いに気付いた入の割合は，学生（集合調査方式）が
　2割弱，一般社会人（手紙回答方式）が5割弱であった。一般社会入のう
　ち，特に娼版編集，印刷，宣伝の三三者に気付いた人が多かった。また字面
　の遠いを字形の違いと気付いた人の割合も，学生より一般社会人の方が，一一
般社会人の中で三口尉宣伝の閲系考の方が大きかった・
②　三字体の違いをどの程度と認定するかについても，①でのべためと詞じよ
　うなグル・一プ差の傾向が見られた。
（3）　6段落の文章における甲（平体），乙（正体），丙（長体），‘丁（長体，分かち
　書き）4種の字体・宇組みの選択の傾向は，おおよそ次の通りであった。
　（i＞学生は，大体において，乙，丙，丁，甲の順に，選択老が減っていく。
　（il）一般社会人は，学生に，くらべて甲～丁4種の選択者数の差が小さい。ま
　　た，大体において乙，丙の選択半数ほ，甲，丁の選択半数より多い。
　㈹　学生は一般社会人に比して，乙の選択者が多く，丁の選択老が少ない。
　㈲　学生・一般を通じて，甲は，理解しやすさ読みやすさについてより？1＞　，’
　　きれいさについての選択者を多く持つ。また，丁は，速さや読みやすさや
　　きれいさについてよりも，理解しやすさについての選択者を多く持つ。
④　6対の比較パッテy　ptにおいて一一定の順位で矛盾なく選択する（以下，略
　して「一定に選択する」という。）老は，一般社会人・においても半数に満た
　ず，学生においては更に減る6一定に選択する老を半数以上持っているのは
　外国文学・語学老，新聞関係者，印刷閣係者，霞然科学者であった。また，
　読みやすさに，一定に選択する者が比較的多く，理解しやすさに少ない。
（5）一般社会人の中で丁を選択する人は比較的少ないが，そのうち一定に丁を
　選択する人の割合は，他の字形の場合に比して非常に大きいρ速さ・理解し
　やすさ・読みやすざ・きれいさの4項農，またはそのうちの三項目を通じて
　「定に了を選択する人の数は，他の字形についでのその人の数よりも多いe’
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（6）速さ・理解しやすさ・読みやすさ・きれいさの4者のそれぞれの聞の関連
　を見ると，速さと読みやすさとの関連が最も深く，きれいさと理解しやすさ
　との閥連が最もうすい。他の三者どの関連が最も深いのは，読みやすさであ
　り，最も関連の薄いのはきれいさである◎
　5　字形の選択と，横書き・横組み傾向との関係（一般社会人の場合）につ
　　　いて
①　速さにおいて一定に平：体を選択する人の中には，繊書き・横組み傾向の低
　い人が他の字体を一定に選択する人の中によりも，多くいる。
（2）理解しやすさにおいて一定に平体（丙および丁）を選択する人の中には，
　横書ぎ・横組み傾陶の高い入が，平体や正体を選択する人の中によりも多く
　いる。
（3）読みやすさにおいて一定に平体（丙および丁）を選択する人の中には，横
　書き・横組み傾尚の高い人が多く，一定に平体を選択する人の中1こは，横書
　き・讃組み傾向の低い人が多い。
㈲　速さ・理解しやすさ・読みやすさにおいて，一定に長骨（丙および丁）を「
　選択する人の中には，横書き・横組みを強く望む人（問14の数値の高い人〉
　がかなりある。
（5）きれいさにおいて一定に平体を選択する人の中には，横書き・横組み傾慮
　の高い入も低い人もいる。また，一定に長門（丙および丁）を選択する人の
　中には，一’一i定に正体を選択する人の中によりも，横書き・横組み傾向の高い
　人が多い。
　4　字形の選択と，図字問題に対する意見との関係（一般社会人の場禽）に
　　　ついて
①　速さ・理解しやすさ・読みやすさにおいて，一定に長体分かち書き（丁）
　を選択する人の中には，かなづかいに意見を持つ人（問簸1b，　d，　e）が
　他の字形を選択する人の中によりも多い。
（2）速さ・理解しやすさ・読みやすさ・きれいさを通じて，一定に平体を選択
　する人の中には，問皿1bで「その他」に答えた人がきわめて少ない。
③　4者を通じて一定に平体を選択した人の中には，漢字制限を好まない人
　が，他の字形を選択した人の中によりも多くいる。
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〈4）速さ・理解しやすさ・読みやすさにおいて，W定に長体分かち書きを選択
　した入の中には，他の字形を選択した人の中によりも，漢字制限を望まない
　人が少なく，表音化傾向を婦む人が多い。
　5　字形の違いに対する印象と意見について
く1）字形の違いに対する印象と意見に関する言語報告は，、4以葡の結果と矛盾
　するものでなく，これを裏付け，さらに詳細にのべて，理由づけの役割を果
　した。
〈2）この言語報告により，評価の観点，評価に関する概念，評価の表現法に関
　して，非常に多くのものを得た。
樹　調査に応じた人は，甲～了四つの比較を行なっただけでなく，それぞれに
　ついての改良に至るまで種kの助言を行なった。
〈4）甲は平体，丙は長体であるが，平体は軍だけではないし，長体は丙だけで
　はないことが椙当指摘された。
〈5）嗣じ字形でも大きさや字配りで相楽効果が異なることが撫摘された。
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